
令和 5 年 3 月 7 日 
保護者の皆様 

高槻市立三箇牧認定こども園 
 

 令和 4 年度 三箇牧認定こども園教育自己診断について 

 保護者の皆様には、日頃より本園の教育活動にご理解とご協力をいただき、感謝しております。 
 さて、令和４年度保護者アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。保護者の皆様のご

協力のおかげで、教育アンケートの回収率は約９０％でした。改めて保護者の皆様の就学前教育保育に

対するご理解とご協力に感謝しております。アンケートの結果やご意見を参考にさせていただき、本園

の教育活動がより一層充実するように努めてまいりますので、今後ともご支援、ご協力のほどよろしく

お願いいたします。 

 

 
【お子様について】 
 「こども園に行くことが楽しい」は「思う」と「やや思う」を合わせると 100％で、何より嬉しい結

果となり、お子様が園生活を楽しんでいると感じてくださっていることがわかりました。また、ほとん

どの項目で肯定的回答が 90％以上と高かったのですが、「必要な時『ありがとう』『ごめんなさい』を言

おうとするようになってきた」では７％の方が、「約束を守って遊ぼうとする」では９％の方が「余り

思わない」と回答されていました。今後も、挨拶の大切さや、相手の気持ちになって考える機会や、集

団生活の中でのルールや約束の大切さなど丁寧に伝えていきたいと思います。また、大人が率先して日

常的に『ありがとう』や『ごめんなさい』を言えているか改めて振り返り、意識して伝えていけたらい

いですね。 
 
【保護者としての意識について】 
 「子育ては楽しい」「子どもと触れ合う時間を大切にしている」の項目をはじめ、ほとんどの項目で

肯定的回答が 90％以上という結果となり大変嬉しく感じました。また、小さなお子様をかかえたこの時

期の子育ての大変さやしんどさを感じながらも、一生懸命お子様と向き合っておられる保護者の皆様の

思いを感じ、改めて子育て支援の必要性を痛感しました。 
 「ＰＴＡ活動や保護者会に積極的に参加しようと思っている」においては 23％の方が「余り思わない」

「思わない」と回答されていました。本園では、1 号認定と 2 号認定の比率が半々で、今後 2 号認定の

お子様の割合が増えていくことが予想されます。今後も、仕事をされている方も、下にお子様がいらっ

しゃる方も参加しやすい園行事やＰＴＡ活動を目指して、現状に応じた内容を検討、改善していきたい

と思います。 
 
【園の教育活動、園の管理・運営について】 
 「教育方針や子どもの様子を分かりやすく伝えている」「遊びを中心に実体験を大切にした教育活動

に取り組んでいる」の項目をはじめ、12 項目中 10 項目で肯定的回答が 97％以上という結果になり、本

園の教育内容が保護者の皆様にご理解ご支援されていることが分かり、改めて感謝申し上げます。「教

育方針や子どもの様子を分かりやすく伝えている」「あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習
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慣を身につくように指導を行っている」「飼育・栽培などを通し自然に親しめる環境を整えている」の

項目で「余り思わない・思わない」の回答が 5％以上あったことを深く受け止め、参観日の在り方や教

育方針の伝え方について改めて課題に向き合い、改善していくように努めてまいります。また、基本的

生活習慣が身に付く指導や自然に親しめる環境整備などに努めていきたいと思います。今後も、学びの

基礎・生きる力を育む就学前教育保育の充実をめざしてさらに努めてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【次年度に向けて】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈令和４年度 評議員の方々〉 

高槻市立第七中学校長、高槻市立柱本小学校長、三箇牧公民館館長 

令和４年度 第三回幼稚園評議委員会 評議員の皆様からのご意見 

 
保護者アンケートの結果報告及び、三箇牧認定こども園の今年度の重点的な取り組みを報告しご意見を頂

きました。 
 
 ・保護者アンケートで、子どもが「こども園に行くことを楽しんでいる」の項目で肯定的回答が 100％である

ことは素晴らしい。こども園を見学した際にも、子どもたちはもちろん、先生たちも笑顔で溢れていて、

園全体の楽しい雰囲気を感じた。子どもたちがこども園で楽しく過ごしていることが保護者にもしっかり

と伝わっているのだと思う。 
 ・認定こども園になって 3 年目となり、年々2 号認定の子どもの割合が増えてきているとのことで、保護者の

ニーズに応えながら、限られた職員数で連携し、保育方法や環境構成など工夫されているのがわかった。

先生方が自分の動きだけではなく、全体を見ながら協力し、「チーム力」を最大限に生かしながら保育され

ているのがわかった。 
 ・参観日は、コロナ禍で制限がある中での工夫や、子ども一人一人に応じた配慮をしながら行われている。 
 ・来年度はコロナの制限も緩和されるとのことなので、コロナ禍前のように、こども園と小学校、中学校の

子どもたちの交流が密に行えるように、職員間の連携をしっかりとしていきたい。 

○引き続き、子どもたちが「自ら気づき、考え、主体的に遊ぶ」ことを大切に、年齢や発達に合った環境

や援助を考え、活動内容を工夫し日々の遊びの充実を図りたい。 
○今後も様々な感染症予防対策をはじめ、危機管理意識を高くもち、危機対応について教職員間で共通理

解し、取り組んでいく。 
○2 号認定の子どもの割合が増加傾向であることに加え、ステーション（バス）利用の需要も高まりつつ

ある中、保護者に園の生活や子どもの様子を知ってもらう機会を作り、保護者同士が関われるような工

夫をしていきたい。 
○ＰＴＡと連携し、充実したＰＴＡ活動、園行事の内容を工夫していきたい。 



人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

1 幼稚園・こども園に行くことを楽しんでいる 40 93% 3 7% 0 0% 0 0% 0 0%

2 入園後ともだちと、よく遊ぶようになってきた 35 81% 7 16% 1 2% 0 0% 0 0%

3 自分のことを自分でしようとすることが増えてきた 31 72% 11 26% 1 2% 0 0% 0 0%

4
必要な時「ありがとう」「ごめんなさい」を言おうとするようになっ
てきた 30 70% 10 23% 3 7% 0 0% 0 0%

5
して良いこと・悪いことを考えて行動しようとするように
なってきた

20 47% 21 49% 2 5% 0 0% 0 0%

6 約束を守って遊ぼうとするようになってきた 12 28% 27 63% 4 9% 0 0% 0 0%

7 子育ては楽しい 22 51% 20 47% 1 2% 0 0% 0 0%

8 子育ての相談相手（協力者）がいる 35 81% 6 14% 2 5% 0 0% 0 0%

9 子どもとの触れ合う時間を大切にしている 26 60% 16 37% 1 2% 0 0% 0 0%

10 規則正しい生活を心がけている 29 67% 13 30% 1 2% 0 0% 0 0%

11
家庭で感染症対策を行っている（手洗い・うがい・消毒な
ど）

36 84% 7 16% 0 0% 0 0% 0 0%

12
あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣を身
につけさせている

31 72% 12 28% 0 0% 0 0% 0 0%

13 ＰＴＡ活動や保護者会に積極的に協力したいと思っている 12 28% 21 49% 6 14% 4 9% 0 0%

14
幼稚園・こども園の行事や教育活動に参加し、一緒に子
育てをしようとしている

33 77% 8 19% 2 5% 0 0% 0 0%

15 預かり保育・延長保育を積極的に利用したいと思う 26 60% 10 23% 5 12% 1 2% 1 2%

現在就労している （はい　 24名・いいえ　  19名）

いいえの方と答えた方にお聞きします。近い将来、就労し
たいと思っている

17 教育方針や子どもの様子を分かりやすく伝えている 28 65% 13 30% 0 0% 2 5% 0 0%

18
遊びを中心に実体験を大切にした教育活動に取り組んで
いる

37 86% 5 12% 1 2% 0 0% 0 0%

19
一人ひとりの個性を大切にし、意欲や自信を持たせてい
る

38 88% 4 9% 1 2% 0 0% 0 0%

20
あいさつや身の回りの始末など、基本的な生活習慣を身
につくような指導を行っている

34 79% 7 16% 2 5% 0 0% 0 0%

21 話したり聞いたりする意欲や態度を育てることに努めている 32 74% 10 23% 1 2% 0 0% 0 0%

22 集団生活に必要な、きまりや約束の大切さを指導している 34 79% 8 19% 1 2% 0 0% 0 0%

23 感染症対策に努めている（手洗いうがいの指導・消毒など） 34 79% 8 19% 1 2% 0 0% 0 0%

24
避難訓練や安全指導（交通安全・防犯）などで子どもが
安全に対する意識や習慣が身に付くように努めている

36 84% 7 16% 0 0% 0 0% 0 0%

25 飼育・栽培などを通し自然に親しめる環境を整えている 29 67% 10 23% 4 9% 0 0% 0 0%

26
感染症対策を踏まえた園行事や保育活動を工夫して
行っている

33 77% 9 21% 1 2% 0 0% 0 0%

27 学級懇談・個人懇談の内容は有意義である 38 88% 4 9% 1 2% 0 0% 0 0%

28
外部侵入者対策(門の施錠・来園者の安全管理など）をし
ている

39 91% 4 9% 0 0% 0 0% 0 0%

ア．自宅から近い（送迎の負担が少ない、身近に感じる、
歩いて通えるなど）

16 37%
イ．保育内容がよい（遊びを中心とした保育、のびのびし
た保育、体験を通した保育、子どもの視点に立った保育
など）

29 67%

ウ．環境がよい（園庭が広い、施設が広い、自然が多い
など）

26 60%

エ．徴収される費用等が安い（教材費、絵本代、主食費、
制服・体操服など）

14 33%

オ．地域や小学校等との交流がある（小学校への入学の
際に安心など）

17 40%

カ．教師の質が高い（熱心に指導、親しみやすい、信頼で
きる、相談しやすいなど）

22 51%

キ．その他 6 14%
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可
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【本園を希望された理由】

0 0%

項目
【お子さんは】

【保護者の方は】

【幼稚園・こども園は】

令和4年度　保護者アンケート集計結果表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16

思う ややそう思う余り思わない 思わない 無回答

10 56% 4 22% 4 22% 0 0%


